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　1【11麻の栽培においては収穫目i！1勺物が茎，特にそこに発　　　織の調査は第1ill旧の乾物Ilfi：測定のために採駁したll1の

達する繊維組繊であるから，これらと密接な関係を有す　　　材料を用いて永久糠本を作成して行つた。
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播種粒数及び個体聞隔を取つた。工実験区のポット数は　　　　　　　　　実験結果及び考察
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　　　　　　　　　　　　　　2）　　　　　 3萌・｛／艮）　a：）卓乞ll勿1重4）∫鶉力目｝ま餌；2継1｝こ示｝3つ通り

　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　『ご誰、る。尉」亀）1fl／しilf木当りa）〕！吃fl：勿：：1震｝ま華脊｛直にな

1　　皿　　醒　　四　　v　（区）　　　　　　　　．，　　ハt　　　．　　　　　　　　　　“　　　。　　　　　　v



34　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寸言少卜L大弓会皐裁系ll…£1～：1111～百πサ冠r．匠ぞi・　　㌶；9－5｝

第4表繊維束数及び繊維細胞数とその大きさ　　（5個休の平均‘llD
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　　　　　　　　　　μ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ　　　　　　　 μ　　　　　　　 μ　　　　　　　　　 ％　　　　　　 11、rll

　37．1　　　　76，9　　　　　　　28．0　　　　　1039．8　　　　　24．8　　　　　15．2　　　　　4，8　　　　　31，5　　　　　3，04

32．5　　　　54，3　　　　　　　18．2　　　　　　591．8　　　　　20．4　　　　　14，4　　　　　3，0　　　　　20，8　　　　　1．93
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33，6　　　　76，1　　　　　　　24．3　　　　　　816．1　　　　　21．4　　　　　　7．6　　　　　6．9　　　　　90．8　　　　　1．91
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・i・・1’1．il・殆んど繍1，9めら漁か一・副IW幽醐V　7°412°・4°14・ア523・°323・1521・1°22・9°

区の欄練・・厚さ1よ他・）3区に玉・漱して1卑しく　妙ば・　7・1アi27・8023・3227・7327・7326・9428・54
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
いた。勝に第V区は節1区α）分枝の繊維llごのPi：i：さにも劣　　　……’「………「n．層1………”　…　　　　rr『一………．1一「｝……tlt’t………

つてレ・デこ。　・一紡聯震封こ‘り糸鼓維i綿け泡｝敗ノ乏ζメ程1巳1酌打百霞こ｝見オ：っ泊、ゾ：　　　　｛こ：1・sけ’るll字雇匡∫髪づンカ亀ノ1♪な：カ・tつゾヒノこt7｝と：：；5一えらオし罵，　o　し．）JJ　．・

金繊維細胞数は茎の太さ及び繊維東の厚さに比例し．，密　　　し第W区と同1∫1ミに或はそれ以上に生育が抑制さ2’！’た第V

1．面のものほど曹威少したo　しカ・し1襲W桃：の一一尋戯維．栄lllの｛戯　　　　rR二のlj｝iillf∫喬7角・郭力二低一ドし・ないのは，読喬崩鄭居こJ’IZ　f列して潮ミ

糸佳糸田川包姿父1ま舞；1，　舞り皿［a）両［ttl｝こ上ヒi交して多∫レ多くな・つて　　　　粟い苅i　o）’多レ’こと，　リヨこ1嚇1内a）｛頭・：F・Y／／虻（わi成少’してLhること

いるが，これは繍練¢）厚さから考えて繍ll細泡脚腫　　tgどにより手聾叫i：蔵i’・’i：　2」〉の編責にはそ・れ・ほ呂｝矧を及

り或は排列が緻密であることを示す。　　　　　　　　　　　　　　ぼさなかつたた～）と考．えられ為。

　繊維細胞の直径及びその中腔の閣：径は密植のものほど

小さくなつた．雛細1毎膜曜さ蹴駆がも．、と耀　　　　　摘　　要
く，　第］旺1ヌこ．及び鋸響Wl置力二こ｝｝七費こ｝欠ぎ，　舞り1【茎二a）詐裁甜筋｛il班包　　　　　　Ai－V3三彫ミて斗ま至匝犀飛6り生’‘’i。Ilil嚢：～吏てメ1戯浄雄Jl多，茂と来父番直．篶「度

膜は策V区．と殆んど同じであつた。気繊維細胞膜の1砦⊃：さ　　　との関係を追求した。召育・収殺の調査は11，史，植物体

が中腔の大さに対すUl比率では・やはり第駆ニカ：’もv…と　繍瑚吃物彊等についてf了つた。孝獺彫成の状態は畢頁微

も大きく，　Iti　a）区て3も害尉；直のもα）力二大．Cf’）　ij・｛，；Il鑑カミも一つ　　　　 鍔置下一C”『畳’a）中」・・音【巽こホ剥ナる紬晃派維瑚ミ婁父，　そCD，j穽さ，　一尋戯景∬…

ともつ3つてV・たQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東中の繊弄llli細胞数，荊ill泡のプくきさ，繊維i細ll泡1嘆のE，］．：さ，

　以」：の実野灸紀r罪』カ、ら見ると，　匠束枢藍レま宇鼓縦fi∫轡0）J「’：さ，　緯曳　　　　呼嘱空σっヅ（きさ，　詮謡戯維i糸田月包翌’父ノ淳に二よて）て半1芦造しデこ。

維細胞数及びその大きさを大ならしめるが，繊維の質と　　　　1　’k育初期の草丈は密植になるほど大であり，欄但

いう観点からは疎槙は密植に劣つている。　　　　　　　　　　のものは日照不足により裟の1，ヒ長が起つたものと珍えら

　　5　　手盤『Lのll旨ll方含’E：重罪；5表eこ示すよう｝こ蒋霞子一〔1）川旨月方　　　　　濠Lぞ）。　詞盲窄、野ll月ビ頁力認ら一τ’～ヒに土正束番直び）も（1，【まどプくと｝ζ丈り，　こ

含有率には，密度の景「’郷は詫忍められなかつた。しかし第　　　の関係が収穫ll：JJまで続いたが，これは生長が進むに従つ

1区二の分柔支くこ舞自d．するも0）で’VSk，　月旨月方含有率カミ伍曳く）う属一つ　　　　　て律話直；．一よ月巴塾D，又づ｝¢）不玩と1こよるもa．）と藻歩えら2Lる。

た。又第IV区の脂肪含有Σ韓は他の区に比較して多少低い　　　　2　分枝の発育は疎植の3．81播区及び7．21播区のみ

カ㍉　こオvVま生．春f力特印ilNさオした害ll臼くこ勇爵講i凌女力粒多く，　租1：r－　　　　1こ見ら：｝’L，　そo）凄父｝よ♪と隼し♪ど冴し4オ這及気コミ2唖£で・泣〕f二）ゾこ。　i〕1∫
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者では最初に発育する2本の分枝は開花結tgl・：したが，次　　　with　definite　manurillg　ill　the　following　spacings

いで発育する2木の分枝は枯死したこ，後者o）分枝2本も　　　　：3，61，7．　21，10，8t，14，41　and　1．8，010f　the　seeds

結実することなく枯死した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　per　10a．　The．　stem　length　at　the　early　stages　of

　　3　開花期は密植のものほど早かつた。矯1蒲数は個休　　　9rowth　was　longer　in　the　case　of　the　greater　spacin9

当りでは疎植のものほど多く，ポット当りでは密｛・li’iのも　　　density．　This　can　be　considered　to　be　owing　to　the

のほど多かつた。しかしもつとも密｛．Illlな18．　01播区では　　　fact　that　Iight　illtensity　became　mo1・蝕wealdn　the

乗｝舗iが多く，1瑚i内叫巨．r数も鯉丈かつた。　　　greate・d・・Sity・nd　the　We・k　light　i・t・n・ity・。U、ed

　　4　乾物生産は個f木当りでは疎｛・直のものほど多く，；．ド　　　an　etioled　state　of　the　Plant　to　a　cel・tElill　clegree，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ット当りでは密植のものほど多くなつたc、しかし密植の　　　But　after　the　time　of　the　flower　bud　follllatioll　the

限界は14・4」播区一（i’　ili．）つて，18・Ol播区のよう｝こ密植に　　　stem　lehgth　became　smaller　as　the　spacintsr　dellsity

過ぎると反つて乾物1，・1．脆撞は低下した。　　　　　　　　　　　　　increased，　sh（，wing　that　at　the　later　stages　of　grow・
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　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

Flax　Plants。　Saginaw　No．1were　grown　in　pots


